
 

JRR-3設工認その 5で認可を受けた記載事項の変更について 

 

令和元年 12月 6日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

 平成 31年 3月 14日付け原規規発第 1903143号にて認可を受けた JRR-3設工認その 5（実

験利用棟の耐震改修）（以下「設工認その 5」という。）について、新設基礎梁のうち、X5

通 Y3-Y4間の基礎梁（HfG1-1）について、図-2.1.18と図-2.1.28間で不整合となっている

ため、図-2.1.28を以下のとおり変更し、整合を図ることとする。 

 

表 変更前と変更後の比較 

 現状の図-2.1.28 変更後の図-2.1.28 

主筋位置図 

（Y3端部） 

  

 

なお、上記の変更は不整合の修正であり、添付計算書の寸法に変更はないことから、添付

計算書の内容に変更は生じない。 

以上を踏まえ、本変更は試験研究の用に供する原子炉等の設置、運転等に関する規則第三

条の二の二に定める試験研究用等原子炉施設の保全上支障のない変更に該当するため、設工

認その5申請書中図-2.1.28でHfG1-1の梁幅1500としていたものを変更の届け出により1200

と記載を改めることとしたい。 

 

以上 

1200 



 

実験利用棟のスリット寸法の変更について 

令和元年 12月 6日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

１．経緯 

現在、実験利用棟耐震改修工事では、既存壁の補強及びスリット施工のために、既

存のコンクリート建築物の解体等を進めたところ、スリット施工予定個所にある設備

や既存設備との取り合いのため、現状のスリット施工予定個所で施工することが困難

なことが判明した。 

 

２．対応方針 

既存部との取り合い等により、施工に変更が生じる場合に備え設工認申請書の図中

に予め注記を付けることとしていたが、実験利用棟の耐震スリットの仕様（第１編実

験利用棟の耐震改修表-1.8）及び詳細図（添付書類 2-1 図-2-1.24及び図-2-1.25）

から記載がないため、当該仕様及び図中にその旨の注記を新たに付け加え、現場の状

況を踏まえたうえで同等以上の耐震性を有する施工としたい。 

 

３．耐震性を有する変更の内容 

（1）スリット位置の「－」側の変更 

スリット位置の寸法は、スリットを設置する際のコアボーリングマシンやコンクリ

ートカッターマシン等が十分設置できる寸法として（柱面や梁前から）100ｍｍとし

ている。スリットの設置は、柱や大梁の剛性が雑壁（そで壁、垂壁、腰壁）によって

高まることで、応力が集中している部位に対して、雑壁を切り離すことで応力が集中

することを避けることを目的としている。したがって、スリット位置の寸法を「－」

側に変更することは、剛性が低減される方向であり、耐震評価に影響はない。 

（2）スリット上及び近傍に小開口がある場合の変更 

小開口がスリット上及びに近接しているものについては、小開口がスリットの一部

と見なせるため、スリットの位置は、小開口手前までに変更する。 

 

４．まとめ 

 現場の状況に応じて３．に示した範囲内で施工箇所を変更することは耐震評価上問

題ないため、変更の届出により、２．に記載した対応をとることとしたい。 

 

 



 

実験利用棟 階段受梁について 

令和元年 12月 6日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

１．経緯 

実験利用棟耐震改修工事（壁増打）において、増打を実施するため、当該部の階段

及び天井等を撤去したところ、階段踊場部分に階段受梁があることが判明した。 

 

 

図-1.2 実験利用棟 1階（ZA）平面図 

 

２．設工認への影響について 

 当該部は耐震壁の増打補強で有り、受梁があるものの、補強に影響は無く、添付計

算書への影響もない。 

 ただし、図-2.1.34において一部図面が変更となるが、注書きを適用し、現場合わせ

にて対応することとしたい。 


